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子ども虐待（心中事件）に関する家族社会福祉学的視点における
一考察　社会保障審議会第 1 次報告 ~ 第 8 次報告の分析より




























































度）から第 8 次報告（平成24年度）までの 8 年



















































































































































































































































































































500万円未満の第 2 次～第 8 次報告の平均が
10.48％、年収500万円以上の平均が12.1％で、
2 割以上が課税世帯であることが示された。特













































































ら第 8 次では70.2%と増加しており、実母が 6







　第 3 次~第 8 次における乳幼児健康診査の未
受診率は、心中による虐待死の場合は、未受診
率が 3 ～ 4 か月児健診の平均5.5％、 1 歳 6 か
月児健診の平均9.6％、 3 歳児健診の平均16.5％
で、心中以外の虐待死に比べて未受診率は全般
的に低い。 3 ～ 4 歳児健診、 1 歳～ 6 か月児健
診の未受診率が 0 ％の年次もあった。
　心中以外の虐待死の場合では、 3 ～ 4 か月児
健診の平均16.1%、 1 歳～ 6 か月児健診の平均
31.2%、 3 歳児検診の平均37.9%と月例が上が











































































虐待死の場合、“関与あり”の第 2 次～第 8 次報
告の平均は15％で、“関与なし”は80.6%である。































また、虐待死が増加した第 4 次~第 6 次では、
心中による虐待死の場合、第 5 次と第 6 次が最
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